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第  １  5  9  号

定　例　会・一般質問者

２

１　

増
田　

省
吾
議
員

　

子
供
達
に
夢
の
あ
る
未
来
を
！

　

１　

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街

　
　
　

づ
く
り

２　

鈴
木　

秀
雄
議
員

　

１　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
と

　
　
　

関
東
鉄
道
常
総
線
に
つ
い
て

　

２　

市
上
水
道
に
つ
い
て

３　

飯
塚　

薫
議
員

　

１　

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
『
安

　
　
　

全
な
通
学
路
の
確
保
整
備
』
の

　
　
　

件

　

２　

陳
情
・
請
願
の
進
捗
状
況
の
件

　

３　

区
長
会
連
合
会
研
修
会
の
件

４　

原
部　

司
議
員

　

１　
　

世
紀
の
担
い
手
で
あ
る
青
少

２１

　
　
　

年
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て

　

２　

薬
物
乱
用
防
止
対
策
に
つ
い
て

５　

中
山　

勝
美
議
員  

　

１　

農
業
は
生
命
の
原
点
・
農
民
の

　
　
　

笑
顔
輝
く
農
政
改
革
に
つ
い
て

　

２　

市
町
村
合
併
後
の
「
社
会
福
祉

　
　
　

法
人
下
妻
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

　
　
　

の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

　

３　

若
年
者
雇
用
施
策
に
つ
い
て

６　

山
中　

祐
子
議
員　

　

１　

介
護
予
防
に
つ
い
て　
　
　
　

　

２　

給
食
費
の
未
納
に
つ
い
て

　

３　

収
納
課
に
つ
い
て

７　

笠
島　

道
子
議
員

　

１　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

２　

学
校
給
食
の
自
校
方
式
存
続
に

　
　
　

つ
い
て

８　

平
井　

誠
議
員

　

１　

市
町
村
合
併
に
市
民
は
同
意
し

　
　
　

て
い
る
か

　

２　

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

　

３　

社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
振
興

　
　
　

公
社
、
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
　
　

ン
タ
ー
の
職
員
、
嘱
託
職
員
の

　
　
　

待
遇
改
善
に
つ
い
て

９　

粟
野　

英
武
議
員　

　

１　

学
校
週
五
日
制
に
お
け
る
子
供

　
　
　

の
ゆ
と
り
に
つ
い
て

　

２　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
再
開
発
に

　
　
　

つ
い
て

　

３　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　
　
　

策
定
の
内
容
に
つ
い
て

　

４　

新
市
の
名
称
、
本
庁
舎
の
位
置

　
　
　

に
つ
い
て

こんなことが決まりました こんなことが決まりました 

   
平
成　

年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら　

16

16

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

10

の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
３
件
、
報
告
９
件
、

意
見
書
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
、
承
認
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

請
願
１
件
、
陳
情
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平 成 １ 6 年　　第  2  回 定 例 会

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

承　　認

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

下妻市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の設定 

下妻市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

の一部を改正する条例の設定

平成１６年度下妻市老人保健特別会計補正予算(第１号）

専決処分の承認を求めること

専決処分の報告

専決処分の報告

専決処分の報告

専決処分の報告

平成１５年度下妻市一般会計繰越明許費繰越計算

平成１５年度下妻市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算

財団法人下妻市開発公社平成15年度経営状況報告

株式会社ふれあい下妻平成１５年度経営状況報告

議案第４６号

議案第４７号

 

議案第４８号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

報告第１０号

議　員　提　出　議　案　等

原案可決

原案可決

教育基本法の改正を求める意見書

介護予防対策の拡充を求める意見書 

意見書第2号

意見書第3号

一
般
質
問
者
の

氏
名
・
項
目
は

 
次
の
と
お
り
で
す 
。

　
　
　
　
　
　
　
（
通
告
順
）

 

平
成　

年
１6

 
第
2
回 

定 

例 

会



一　般　質　問

しもつま市議会だより３

　
 　
　
　
　
　

盧
子
供
の
不
幸
は
、
社

　
　
　
　
　

会
の
責
任
で
あ
る
と
考
え

　
　
　
　
　

る
。
地
域
に
お
い
て
の
社

会
教
育
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
か
、

ま
た
、
社
会
教
育
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

盪
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
で
温
故

知
新
、
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知

る
。
学
び
、
互
い
を
尊
重
し
、
理
解
し

合
い
、
認
め
合
う
こ
と
を
体
験
で
き
る

機
会
を
考
え
て
み
て
は
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。
蘯
最
近
、
空
き
巣
や

車
上
荒
し
の
話
を
耳
に
す
る
。
地
域
の

安
全
の
た
め
、
各
地
区
の
危
険
箇
所
の

チ
ェ
ッ
ク
や
不
安
場
所
の
確
認
を
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
た

い
。
盻
来
年
秋
に
開
通
す
る
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
運
行
と
と
も
に
、
よ
り

期
待
が
高
ま
る
常
総
線
の
活
性
化
に
向

け
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
子
供
達
が
安
全
で
安

　
　
　
　
　

心
な
日
常
生
活
を
送
り
、

　
　
　
　
　

自
分
の
将
来
に
夢
が
持
て

る
よ
う
な
人
生
設
計
を
確
立
さ
せ
る
た

め
に
は
、
学
校
教
育
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
家
庭
や
地
域
社
会
が
社
会
環

境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
市
で
は
、
望
ま
し
い
家
庭
、
望

ま
し
い
地
域
社
会
、
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
柱
に
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

盪
子
供
達
は
地
域
の
つ
な
が
り
が
疎
遠

に
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
教
育
力
の
向

上
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
歩
け
歩
け
大
会
、
伝
統
文
化
子

供
教
室
等
を
開
催
し
た
り
、
伝
統
行
事

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
蘯
全
国
的
に
空
き
巣
事
件

が
多
発
す
る
中
で
、
空
き
巣
や
犯
罪
防

止
対
策
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
市
で
は
小
中
学
校
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
等
で
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
、
防
災
無
線
で
の
誘
拐
事
件
防
止

の
呼
び
か
け
、
消
防
団
に
よ
る
火
災
防

止
と
犯
罪
防
止
を
兼
ね
た
地
域
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
盻
常
総
線

の
活
性
化
は
、
市
の
将
来
に
も
影
響
す

る
課
題
と
し
て
、
利
用
増
進
に
向
け
て

行
政
の
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
の
対
応

は
実
施
し
て
い
る
。
商
工
会
等
の
市
内

各
団
体
と
も
利
用
増
進
に
向
け
た
対
策

を
話
し
合
い
な
が
ら
、
市
民
の
足
と
し

て
常
総
線
が
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。

　
　
　
　
　
　

交
通
の
利
便
性
を
向
上

　
　
　
　
　

し
、
通
勤
で
き
る
範
囲
を

　
　
　
　
　

拡
大
し
、
鉄
道
・
バ
ス
の

輸
送
を
増
強
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
り
、
多
く
の
人
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
盧
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
に
合
わ
せ
て
、

常
総
線
の
本
数
を
上
り
下
り
何
本
を
考

え
て
い
る
の
か
。
盪
市
当
局
も
常
総
線

に
対
す
る
助
成
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
関
東
鉄
道
㈱
で
は
、

　
　
　
　
　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開

業
に
伴
い
、
現
行
の
ま
ま
で
は
大
幅
な

減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
水
海
道
以

北
の
利
用
者
の
増
加
に
対
す
る
施
策
を

講
じ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
の
対
策

と
し
て
は
、
高
性
能
の
新
型
車
両
の
導

入
に
よ
り
、
最
高
速
度
を
毎
時　

誅
か

８０

ら
毎
時　

誅
で
走
行
す
る
こ
と
で
、
ス

９０

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
時
間
の
短
縮
を
図

る
こ
と
や
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開

業
時
の
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
、
終
電
車
の

繰
り
下
げ
や
守
谷
・
下
妻
間
の
運
行
本

数
を　

分
に
１
本
程
度
増
発
す
る
な
ど
、

２０

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
の
方
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
下
館
・

下
妻
か
ら
東
京
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
運
賃

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
利
用
者
拡
大

の
た
め
の
対
策
を
考
え
て
い
る
。
現
状

で
は
運
行
形
態
を
含
め
て
十
分
な
体
制

に
あ
る
と
は
言
え
ず
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
開
業
に
伴
い
、
常
総
線
が
受
け

る
影
響
の
対
策
と
し
て
、
関
東
鉄
道
㈱

と
し
て
も
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

多
く
、
改
善
す
る
余
地
を
抱
え
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
理
解
願
い
た

い
。
盪
常
総
線
は
、
関
東
鉄
道
㈱
と
し

て
民
間
会
社
で
運
営
さ
れ
て
い
る
鉄
道

で
あ
る
の
で
、
助
成
等
が
要
請
さ
れ
た

場
合
に
は
改
め
て
検
討
し
た
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
常
総
線
は
本
地
域
住
民

の
重
要
な
交
通
基
盤
で
あ
る
の
で
、
利

用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
い
、
都
市
近
郊
鉄
道
と
し
て
発
展
し

て
い
く
よ
う
、
関
係
機
関
と
と
も
に
側

面
か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
小
中
学
生
の
誘
拐
未

　
　
　
　
　

遂
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ら
の
防
止
の
た
め
に

は
、
安
全
な
通
学
路
の
整
備
が
緊
急
に

必
要
と
考
え
る
。
通
学
路
の
実
態
調
査

の
有
無
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
盪
現
在

の
通
学
路
の
状
況
は
、
要
望
に
沿
っ
た

整
備
が
ま
だ
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
所

（要旨） 
　
今
期
定
例
会
で
は
、
９
名
の
議
員 

か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質 

問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 
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質
問

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

昨年行われたスポーツフェスティバル

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

開
業
と
関
東
鉄
道
常
総

線
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

鈴
木
秀
雄
議
員

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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答
弁

安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

　
　
　
　
　

増
田
省
吾
議
員

小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒

の
『
安
全
な
通
学
路
の

確
保
の
整
備
』
の
件

　
　
　
　
　

飯
塚　

薫
議
員

下 校 の 様 子
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質
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つくばエクスプレスの開業に合わせ
て利便性の向上が望まれる
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一　般　質　問

４

も
見
受
け
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
の

整
備
要
望
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
蘯
ど

の
よ
う
な
通
学
路
の
状
況
を
想
定
し
て

安
全
な
通
学
路
と
考
え
て
い
る
の
か
、

安
全
な
通
学
路
の
定
義
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
盻
子
供
達
が
安
心
し
て
通
学
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
保
護
者
、

行
政
の
重
大
な
責
務
か
つ
緊
急
な
課
題

で
も
あ
る
。
安
全
な
通
学
路
の
確
保
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
年
度
初
め
に
、
小
中

　
　
　
　
　

学
校
に
お
い
て
、
下
校
指

　
　
　
　
　

導
の
際
、
職
員
が
担
当
し

て
い
る
通
学
班
ご
と
に
通
学
路
の
安
全

点
検
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
職

員
が
子
供
と
一
緒
に
歩
き
、
危
険
箇
所

を
点
検
し
、
中
学
校
で
は
生
徒
に
通
学

路
の
地
図
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
や
地
区
懇
談
会
の
際
に

も
情
報
等
を
収
集
し
て
い
る
。
危
険
箇

所
に
つ
い
て
は
看
板
を
設
置
し
、
児
童

・
生
徒
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
盪
教

育
懇
談
会
の
際
に
要
望
を
受
け
て
い
る
。

要
望
の
内
容
は
、
用
水
路
沿
い
の
フ
ェ

ン
ス
の
修
繕
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
、

信
号
機
や
標
識
の
設
置
等
が
主
な
も
の

で
あ
り
、
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
対
応
し
て
い
る
。
蘯
①
自
宅
か
ら
学

校
ま
で
を
通
学
路
と
し
、
児
童
が
歩
く

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
こ
と
②
人
家

等
が
あ
り
、
地
域
の
人
の
目
が
届
く
状

態
に
あ
る
こ
と
③
車
の
通
行
量
が
で
き

る
だ
け
少
な
い
こ
と
④
信
号
機
、
標
識
、

ミ
ラ
ー
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
⑤

通
行
す
る
児
童
・
生
徒
数
が
あ
る
程
度

確
保
で
き
、
保
護
者
の
了
解
を
得
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
通
学
路
を
定

め
て
い
る
。
盻
学
校
職
員
の
歩
行
や
自

転
車
に
よ
る
安
全
点
検
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
児
童
・
生
徒
か
ら
の
情
報
収

集
、
危
険
箇
所
の
確
認
を
常
に
行
い
、

事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
万
全
の
体
制

を
と
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
考
え
る
が
、
現
在
の
状
況
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

市
が
実
施
し
て
い
る
薬

　
　
　
　
　

物
乱
用
防
止
活
動
と
し
て

　
　
　
　
　

は
、
「
だ
め
、
絶
対
」
普

及
運
動
と
し
て
、
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
あ
る
。
県
内
の
保
健
所
単
位

で
中
学
生
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
並
び

に
薬
剤
師
、
保
護
司
、
民
生
委
員
、
青

少
年
相
談
員
等
で
組
織
さ
れ
る
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
や
市
職
員
等
が
参
加
し
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て

薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
啓
発
資
材
の

配
布
及
び
国
連
支
援
募
金
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
下
妻
市
薬
業
会
で

は
、
地
域
啓
発
活
動
と
し
て
、
市
の
健

康
ま
つ
り
に
お
い
て
薬
物
乱
用
防
止
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
医
薬
品
の
正
し
い

服
薬
に
つ
い
て
の
指
導
等
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
団
体
の
協

力
を
得
て
、
「
だ
め
、
絶
対
」
普
及
運

動
を
更
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
薬
物

乱
用
防
止
広
報
車
フ
レ
ン
ド
号
に
つ
い

て
は
、
茨
城
県
警
察
本
部
の
少
年
課
が

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
活
用
で
き
、
パ
ソ

コ
ン
や
ビ
デ
オ
の
映
像
で
正
し
い
薬
物

の
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
、
開
催
方
法
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
活
用
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
食
糧
自
給
率
の
向
上

　
　
　
　
　

に
向
け
、
足
腰
の
強
い
農

　
　
　
　
　

業
構
造
を
実
現
す
る
た
め
、

担
い
手
へ
の
優
良
農
地
の
利
用
集
積
を

促
進
す
る
施
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
国

に
対
し
積
極
的
に
要
望
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を

伺
い
た
い
。
盪
都
市
と
農
村
部
の
活
発

化
に
つ
い
て
、
下
妻
市
と
し
て
の
取
り

組
み
を
伺
い
た
い
。
蘯
騰
波
ノ
江
地
区

県
営
圃
場
整
備
に
お
け
る
、
水
路
の
整

備
な
ど
の
地
元
要
望
に
つ
い
て
、
国
や

県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
全
力
を
挙

げ
て
対
処
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
市
当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
担
い
手
へ
の
優
良
農

　
　
　
　
　

地
の
利
用
を
促
進
す
る
施

　
　
　
　
　

策
の
強
化
は
、
そ
の
業
務

の
中
心
を
農
業
委
員
会
が
担
っ
て
お
り
、

県
や
県
農
業
会
議
と
の
連
携
の
も
と
、

認
定
農
業
者
、
担
い
手
等
へ
の
農
用
地

の
集
積
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
利
用

集
積
の
向
上
の
条
件
と
し
て
は
、
圃
場

整
備
事
業
の
実
施
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
騰
波
ノ
江
地
区
、
大
宝
地
区
と
も

に
事
業
完
了
に
な
れ
ば
、
利
用
集
積
は

一
段
と
向
上
す
る
も
の
と
考
え
る
。
な

お
、
自
給
率
向
上
に
お
け
る
国
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
は
、
農
政
関
係
の
各

種
会
議
の
席
上
、
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
盪
ビ
ア
ス
パ

ー
ク
し
も
つ
ま
に
お
い
て
、
整
備
目
標

の
中
に
国
民
の
農
村
回
帰
へ
の
対
応
、

都
市
住
民
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
農
村

の
活
性
化
に
よ
り
、
都
市
と
農
村
と
の

交
流
と
共
生
を
図
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
加
工
施
設
内
の
体
験
工

房
の
活
用
、
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
体
験
農

園
で
は
、
年
間
を
通
し
て
野
菜
、
果
樹

の
収
穫
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。
蘯
整

地
工
事
を
始
め
暗
渠
排
水
、
排
水
路
護

岸
等
の
要
望
が
あ
る
。
本
年
度
の
事
業

費
が
非
常
に
厳
し
く
、
排
水
路
護
岸
に

つ
い
て
は
実
施
で
き
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
国
、
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
地
元

推
進
協
議
会
や
土
地
改
良
区
等
の
関
係

機
関
と
連
絡
を
密
に
と
り
、
事
業
費
の

確
保
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
い
、
早

期
完
了
に
努
め
た
い
。
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近
年
、
地
域
の
宝
で
あ

　
　
　
　
　

る
子
供
達
が
、
加
害
者
や

　
　
　
　
　

被
害
者
と
な
る
よ
う
な
、

余
り
に
も
悲
し
い
事
件
・
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
薬
物
を
乱
用
し

て
の
事
件
・
事
故
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
。
現
在
、
第
３
次
覚
せ

い
剤
乱
用
時
期
と
言
わ
れ
て
お
り
、
確

実
に
蔓
延
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
薬
物
乱
用
に

よ
っ
て
、
幻
覚
や
妄
想
、
精
神
障
害
を

起
こ
し
、
殺
人
や
強
盗
、
放
火
な
ど
の

凶
悪
な
犯
罪
、
交
通
事
故
や
自
殺
な
ど

の
行
動
を
起
こ
し
て
、
多
く
の
犠
牲
者

が
出
て
い
る
。
財
団
法
人
麻
薬
・
覚
せ

い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
に
は
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
カ
ー
フ
レ
ン
ド
号
が
あ
る
。

警
察
と
の
連
携
を
と
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
カ
ー
の
利
用
や
、
乱
用
防
止
の
た
め

の
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
は
い
か
が
か

薬物乱用防止街頭キャンペーンの様子

完了が待たれる県営圃場整備事業
 騰波ノ江地区

農
業
は
生
命
の
原
点
・

農
民
の
笑
顔
輝
く
農

政
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

中
山
勝
美
議
員
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薬
物
乱
用
防
止
対
策

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

原
部　

司
議
員
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厚
生
労
働
省
は
、
介
護

　
　
　
　
　

制
度
改
革
本
部
を
立
ち
上

　
　
　
　
　

げ
、
介
護
保
険
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
に
着
手
し
た
。
そ
の
中
で

大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
介

護
予
防
で
あ
る
。
介
護
予
防
と
は
、
将

来
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
介
護
を
受

け
て
い
る
状
態
を
悪
化
さ
せ
ず
に
元
気

で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
普
段
か
ら
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

で
あ
る
。
元
気
な
お
年
寄
り
を
増
や
す

た
め
に
も
、
認
定
者
の
重
度
化
を
防
ぐ

介
護
予
防
の
充
実
は
、
介
護
保
険
料
の

上
昇
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が

自
立
と
尊
厳
を
も
っ
て
住
み
慣
れ
た
生

活
を
送
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
と
な

り
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
日
、

極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
市
に
お
け
る
介
護
予
防
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
　
　
　

要
支
援
や
要
介
護
Ⅰ
及

　
　
　
　
　

び
Ⅱ
の
軽
度
の
認
定
者
が

　
　
　
　
　

増
え
る
な
ど
、
全
国
的
な

傾
向
が
当
市
に
も
現
れ
て
い
る
。
介
護

保
険
制
度
が
定
着
し
普
及
す
る
に
従
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
が
予
想
さ

れ
て
お
り
、
介
護
予
防
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
で
必
要
な
こ
と
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は
、
①
運
動
、
栄
養
、
休
養
に
注
意
を

払
う
と
同
時
に
、
老
人
保
健
法
に
基
づ

い
た
各
種
検
診
の
受
診
等
を
通
じ
て
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
心
が

け
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と
②
就
労
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
の
参
加
を
通
し
て
生
き
が
い

づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
③
生
活
支
援
の

各
種
事
業
の
実
施
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

犯
罪
の
防
止
な
ど
、
高
齢
者
が
生
活
し

や
す
い
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
あ
る
。
現
在
、
市
と
し
て
は
、
個

々
の
主
管
課
に
お
い
て
高
齢
者
を
は
じ

め
、
広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
諸
事
業

を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
業

の
充
実
に
努
め
な
が
ら
、
介
護
を
必
要

と
し
な
い
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
を
め

ざ
し
た
介
護
予
防
施
策
の
全
庁
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
今
後
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
２
０
０
３
年
人
口
動

　
　
　
　
　

態
統
計
で
、
一
人
の
女
性

　
　
　
　
　

が
生
涯
に
産
む
子
供
の
平

均
数
が
、
１
・　

人
と
な
り
過
去
最
低

２９

に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
出
生
率
の

低
下
は
、
経
済
の
停
滞
や
社
会
の
活
力

の
低
下
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
重
大

な
問
題
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
下
妻
市
に
お
い
て
も
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
は
急
務
で
は
な
い
か
。
市

長
は
、
公
約
し
た
就
学
前
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
制
度
を
い
つ
実
現
す
る
の
か

伺
い
た
い
。
盪
平
成　

年
度
の
緊
急
保

１５

育
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用
者
は
４
保
育

園
で　

名
、
幼
稚
園
で
の
子
育
て
マ
マ

４１

支
援
預
か
り
保
育
事
業
は
５
名
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
は　
２８０

名
、
子
育
て
支
援
事
業
「
う
ぇ
る
き
っ

ず
」
は　

名
の
利
用
が
あ
っ
た
。
子
育

５７２

て
支
援
事
業
に
関
し
て
は
努
力
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
下
妻
市
の
こ
れ
ら
の

子
育
て
支
援
事
業
の
内
容
が
、
市
民
に

対
し
て
周
知
徹
底
し
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　

盧
次
代
の
社
会
を
担
う

　
　
　
　
　

子
供
達
の
健
全
な
育
成
及

　
　
　
　
　

び
少
子
化
対
策
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
作
り
が
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成　

年
４

１５
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月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
制
度
の

受
給
者
を
、
３
歳
未
満
児
か
ら
４
歳
未

満
児
ま
で
拡
大
し
、
医
療
費
の
助
成
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
就
学
前
ま

で
医
療
費
を
無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
市
単
独
の
事
業
と
な
り
、
多
額

の
事
業
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

更
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
盪

当
市
の
子
育
て
支
援
事
業
を
取
り
ま
と

め
た
小
冊
子
「
子
育
て
支
援
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
し
、
母
子
手
帳
交
付
時

等
に
配
布
し
て
い
る
。
更
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
ご
利
用
く
だ
さ
い
福
祉
の
制

度
」
を
作
成
し
、
毎
年
、
全
戸
配
布
、

ま
た
市
内
大
型
店
に
も
置
い
て
い
る
。

今
後
は
現
行
の
周
知
方
法
に
加
え
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
の
情
報

提
供
及
び
窓
口
対
応
時
の
周
知
徹
底
を

更
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

市
内
７
ヶ
所
で
の
地
区

　
　
　
　
　

懇
談
会
の
市
民
の
意
見
、

　
　
　
　
　

質
問
、
要
望
は
、
合
併
に

賛
成
の
声
よ
り
は
、
合
併
し
た
ら
ど
う

な
る
の
か
と
い
う
心
配
の
声
、
伝
統
あ

る
下
妻
市
の
名
前
が
消
え
る
こ
と
へ
の

不
満
の
声
な
ど
、
現
在
の
合
併
の
進
め

方
に
、
市
民
の
多
く
は
同
意
し
て
い
る

と
は
思
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
盧
下
妻
市
の
名
称
に
こ
だ
わ
る
市

民
が
多

い
こ
と

は
、
十

分
理
解

し
て
い

る
と
思

う
が
、
下
妻
市
を
な
く
す
こ
と
に
つ
い

て
、
市
民
の
同
意
を
得
た
と
思
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。
盪
市
民
が
主
人
公

の
市
政
に
立
ち
返
っ
て
、
慎
重
に
検
討

し
、
住
民
投
票
を
実
施
し
て
合
併
の
方

向
を
決
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
住
民

投
票
に
よ
っ
て
、
市
民
の
総
意
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
知
ろ
う
と
す
る
考
え
は
な

い
の
か
伺
い
た
い
。
蘯
八
千
代
町
長
か

ら
合
併
協
議
会
に
対
し
、
合
併
協
議
会

会
議
休
止
の
申
し
入
れ
が
出
さ
れ
て
い

る
。
八
千
代
町
の
委
員
が
欠
席
の
ま
ま
、

合
併
協
議
会
を
続
け
る
こ
と
は
、
八
千

代
町
民
の
声
、
意
見
を
聞
か
な
い
ま
ま

進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
当
分
は
合

併
協
議
会
を
休
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
歴
史
や
文
化
、
名
称

　
　
　
　
　

の
知
名
度
を
勘
案
す
る
と
、

　
　
　
　
　

既
存
の
名
称
を
残
し
た
い

と
い
う
市
民
が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

名
称
を
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
協
議

さ
れ
、
公
募
に
よ
る
名
称
の
募
集
を
し

た
。
第
９
回
合
併
協
議
会
で
「
き
ぬ
」

「
常
総
」
「
常
総
き
ぬ
」
の
３
候
補
に

絞
り
込
ま
れ
、
今
後
開
催
さ
れ
る
合
併

協
議
会
の
中
で
、
新
市
の
名
称
が
決
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
合
併
協
議
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子育て支援事業うぇるきっず
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答
弁

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

笠
島
道
子
議
員

介
護
予
防
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

山
中
祐
子
議
員

市
町
村
合
併
に
市
民
は

同
意
し
て
い
る
か

　
　
　
　
　

平
井　

誠
議
員
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投
票
箱 
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会
の
決
定
を
見
守
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
盪
合
併
関
係
の
情
報
を
逐
次
市
民

に
知
ら
せ
、
ま
た
市
民
に
新
市
の
建
設

構
想
や
合
併
の
意
見
を
聞
く
懇
談
会
も

各
地
で
開
催
す
る
な
ど
、
合
併
に
向
け

て
の
市
民
の
意
識
の
醸
成
は
、
着
実
に

進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
住
民
投
票
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
の
で
、
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

蘯
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
四
市
町
村

で
の
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
法
定
期
限
内
で
の
合
併
に
向
け
て

三
町
村
長
と
積
極
的
に
話
し
合
い
を
行

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

６
月　

日
現
在
、
全
国

１０

　
　
　
　
　

千　

市
町
村
が　

の
合
併

９４２

５６５

　
　
　
　
　

協
議
会
を
進
め
て
い
る
が
、

市
が
参
加
し
た
合
併
協
議
会
で
、
新
市

名
が
決
定
し
た
法
定
協
議
会
が　

あ
る
。

１６８

そ
の
中
で
、
既
存
の
市
名
を
新
市
名
に

採
用
し
た
協
議
会
は　

、
既
存
の
市
名

１５４

を
使
わ
な
か
っ
た
協
議
会
は　

で
あ
り
、

１４

一
割
も
な
い
。
い
か
に
、
既
存
の
名
前

を
使
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
正
に
、
は
っ
き
り
と
証
明
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。　

年
使
わ
れ
浸
透

５０

し
た
「
下
妻
市
」
を
新
市
の
名
称
に
使

用
す
る
こ
と
が
、
地
域
活
性
化
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
名
称
で
あ
る
と
、
三
町
村

の
首
長
、
議
員
に
説
明
す
る
こ
と
が
、

下
妻
市
の
責
任
で
は
な
い
か
と
思
う
が

い
か
が
か
。
ま
た
、
本
庁
舎
の
位
置
に

つ
い
て
、
新
市
の
顔
が
見
え
る
位
置
と

し
て
、
常
総
線
、
旧　

号
、
新　

号
か

２９４

２９４

ら
見
え
る
よ
う
な
場
所
、
周
囲
の
環
境

も
考
慮
し
て
、
利
便
性
の
高
い
位
置
を

再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

合
併
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

は
、
八
千
代
町
の
問
題
は

　
　
　
　
　

あ
る
が
、
四
市
町
村
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
合
併
協
議
会

の
中
で
、
本
庁
舎
の
位
置
や
、
新
市
の

名
称
に
つ
い
て
は
３
点
ま
で
の
絞
込
み

が
終
了
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
決
定
事
項
に
つ
い
て
、
合
併
協
議

会
の
会
長
で
あ
る
私
が
、
こ
れ
ま
で
の

決
定
を
覆
す
よ
う
な
提
案
を
行
う
こ
と

は
、
四
市
町
村
対
等
の
立
場
で
の
合
併

と
い
う
観
点
か
ら
も
困
難
で
あ
る
し
、

現
在
の
状
況
の
中
で
は
、
協
議
決
定
し

た
事
項
に
つ
い
て
は
尊
重
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
新
庁
舎
の

問
題
は
、
旧　

号
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

２９４

も
含
め
た
庁
舎

周
辺
の
整
備
を

検
討
し
、
新
市

の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
位
置
づ
け

で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

る
の
で
理
解
願

い
た
い
。

　

新
市
の
名
称
、
本
庁
舎

の
位
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

粟
野
英
武
議
員

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問
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答
弁

教育基本法の改正を求める意見書
　わが国の教育は、昭和２２年に制定された教育基本法のもと、「個
人の尊厳」及び「真理と平和」を基本理念として人格の完成をめざ
し、その普及が図られてきた。
　しかしながら、戦後の教育改革・法制定後半世紀以上が経過する
中で、教育の量的拡大と国民の教育水準の向上などの成果を生む半
面、国民全体の道義や青少年の規範意識の低下、社会への帰属意識
の希薄化、学校教育における問題行動の深刻化、家庭の教育力の低
下、平等主義教育など、社会の様々な分野で看過できない歪みも生
じてきている。
　こうした中、中央教育審議会は、昨年３月に、新しい時代を切り
拓く、心豊かでたくましい日本人を育成する観点から、現行の教育
基本法は、重要な教育の理念や原則が不十分であり、それらの理念
や原則を明確にするために、見直しが必要であるとして、「新しい
時代にふさわしい教育基本法と教育振興基本計画の在り方について」
（答申）を取りまとめ、文部科学大臣に提出した。
　新世紀を迎えた今こそ、我が家庭・郷土・国を愛し、気概に満ち
あふれ、国際社会で活躍できる日本人を育成するための、教育はど
うあるべきかを真剣に検討し、思いやり・公共心・自律心・道徳
心・伝統・文化などについて、日本人としてのアイデンティティの
確立に重点をおいた、今後のわが国の教育の方向性を国民に示すべ
き時である。
　よって、政府におかれては、「人づくりは国家百年の大計」にあ
ることを銘記し、教育基本法を早期に改正されるよう強く要請する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

　　　平成１６年６月１６日
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下 妻 市 議 会
　（提出先）
　　内閣総理大臣　　小　泉 　純一郎　殿
　　内閣官房長官　　細　田　 博　之　殿
　　文部科学大臣　　河　村 　建　夫　殿
　　衆議院議長　　河　野 　洋　平　殿
　　参議院議長　　倉　田　 寛　之　殿

介護予防対策の拡充を求める意見書 
　わが国は、団塊の世代が６５歳以上になる今後１０数年の間に、急速
に人口の高齢化が進む。そうした中で、めざすべき社会の姿は「元
気な高齢者が多い社会」であり、高齢者が健康を保持し、生涯にわ
たって生き生きと暮らせる社会を築くことが重要な課題である。
　ところが、平成１２年４月の介護保険施行後の状況をみると、スタ
ート時の要介護認定者が約２１８万人から平成１５年１０月には約３７１万人
へと約７割増加し、高齢者に占める要介護認定者の割合も当初の
１０％から１５％へと上昇している。特に看過してならないことは、軽
度の認定者の増大 （全体の伸び率７０％に対し、  要介護度Ⅰ１１５％、 要
支援９０％の増加）と、軽度の人ほど重度化している割合が高いとい
うことである。
　こうした観点から、高齢者が生涯にわたって生き生きと暮らすた
めには、これまでも力が入れられてきた健康増進・疾病予防の更な
る拡充・強化と併せて、要介護状態にならないようにするための介
護予防策が一層の重要性を増している。
　介護保険制度は施行後５年を目途として制度全般に関する必要な
見直し等を行うこととされているが、その際、現行制度における要
支援や要介護度Ⅰの軽度の方々の健康増進策の強化を図るとともに、
認定外の虚弱の方々を要介護状態にさせないよう新たな介護予防サ
ービスを創設するなど、介護予防対策に全力を上げるべきである。
　さらに、政府においては、わが国の高齢化のピーク時を視野に入
れて、「介護予防１０カ年戦略（仮称）」を立て、全国の市町村に介
護予防サービス拠点を整備するとともに、効果のある介護予防プロ
グラムを開発するなど、介護予防対策の更なる拡充を図り、介護予
防対策についての財政面は、国の責任とすることを強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成１６年６月１６日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会　
　（提出先）
　　内閣総理大臣　　小泉　純一郎　殿
　　厚生労働大臣　　坂口　　　力　殿
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市
・
愛
媛
県
松
山
市
に
お
い
て
研
修
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

善
通
寺
市
で
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
総

合
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
視
察
し
て
参

り
ま
し
た
。
道
路
と
沿
道
の
調
和
が
図

ら
れ
た
道
路
整
備
、
誰
も
が
安
全
で
使

い
や
す
い
道
路
整
備
を
進
め
、
生
活
者

の
豊
か
さ
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
山
市
で
は
、
松
山
総
合
公
園
を
視

察
し
て
参
り
ま
し
た
。
管
理
運
営
は
、

譛
松
山
市
緑
化
基
金
に
委
託
し
て
お
り
、

ま
た
緑
化
基
金
で
は
緑
を
「
ま
も
り
」

「
つ
く
り
」
「
育
て
る
」
こ
と
を
基
本

に
町
の
緑
化
を
進
め
、
緑
の
ま
ち
づ
く

り
奨
励
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
の
説

明
を
受
け
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
会
で
は
、
去
る
６
月　

日
２３

か
ら　

日
ま
で
、
沖
縄
県
石
垣
市
に
お

２６

い
て
、
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
」
、

竹
富
町
で
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
議
会
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
」
、

平
良
市
で
は
、
「
財
政
運
営
状
況
に
つ

い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

石
垣
市
で
は
、
「
電
子
自
治
体
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
、
公
共
施
設
を
光

フ
ァ
イ
バ
ー
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て

住
民
・
行
政
と
の
双
方
交
流
と
さ
ら
な

る
サ
ー
ビ
ス
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
富
町
で
は
、
「
議
会
中
継
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
中
継
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
配
信
し
、
町
内
の
各

家
庭
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
議
会
中
継
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
５
月　

日
１１

か
ら　

日
ま
で
の
日
程
で
、
兵
庫
県
芦

１３

屋
市
・
愛
知
県
大
府
市
に
お
い
て
研
修

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

芦
屋
市
で
は
、
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ

ィ
ー
ク
」
に
つ
い
て
視
察
し
て
参
り
ま

し
た
。
中
学
２
年
生
を
対
象
に
地
域
の

人
々
と
と
も
に
１
週
間
を
過
ご
し
、
様

々
な
体
験
活
動
や
地
域
の
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
、
生
徒
の
心
を
育
て

る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明

を
受
け
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
府
市
で
は
、
「
子
ど
も
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
に
つ
い
て
視
察
し
て
参
り
ま
し

た
。
子
供
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
施

設
で
、
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

「
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
」
の
３
つ
の

機
能
が
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
、
管
理

運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
６
月　

日
３０

か
ら
７
月
２
日
ま
で
の
日
程
で
、
北
海

道
石
狩
市
・
沼
田
町
に
お
い
て
研
修
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

石
狩
市
で
は
、
競
輪
場
外
車
券
場

「
サ
テ
ラ
イ
ト
石
狩
」
に
つ
い
て
視
察

し
て
参
り
ま
し
た
。
サ
テ
ラ
イ
ト
石
狩

は
、
市
内
の
雇
用
約　

人
の
創
出
や
、

９０

売
上
の
一
部
が
市
の
収
入
に
な
る
な
ど
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
町
で
は
、
「
Ｓ
Ｌ
を
利
用
し
た

ま
ち
お
こ
し
」
に
つ
い
て
視
察
し
て
参

り
ま
し
た
。
５
年
前
に
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

地
に
な
り
、
ド
ラ
マ
で
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
Ｓ
Ｌ
を
利
用

し
た
ま
ち
お
こ
し
が
始
ま
り
、
５
年
間

で
、
約　

万
人
の
観
光
客
が
町
を
訪
れ
、

１１５

観
光
振
興
が
図
ら
れ
た
と
の
説
明
を
受

け
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
委
員
会
で
は
、
５
月　

日
か
ら

１７

　

日
ま
で
の
日
程
で
、
香
川
県
善
通
寺

１９

■
文
教
厚
生
委
員
会
■

■
産
業
経
済
委
員
会
■

■
建
設
委
員
会
■

■
総
務
委
員
会
■

常
任
委
員
会
活
動
報
告



１8

永年勤続議員表彰・請願・陳情の審議結果・議会日誌

　
　
　
　
　

　

日
〜　

日　

文
教
厚

１１

１３

　
　
　

生
委
員
会
行
政

　
　
　

視
察
（
兵
庫
県

　
　
　

芦
屋
市
／
愛
知

　
　
　

県
大
府
市
）

　

日
〜　

日　

建
設
委

１７

１９

　
　
　

員
会
行
政
視
察

　
　
　

（
香
川
県
善
通

　
　
　

寺
市
／
愛
媛
県

　
　
　

松
山
市
）

　

日　

下
妻
・
結
城
郡

１９
　
　
　

議
会
合
併
正
副

　
　
　

会
長
、
局
長
会

　
　
　

議

　

日　

市
議
会
月
例
会

２０
　

日　

文
教
厚
生
委
員

２４
　
　
　

会　

　

日　

全
国
市
議
会
議

２５
　
　
　

長
会
定
期
総
会

３
日　

議
会
運
営
委
員

　
　
　

会

７
日
〜　

日　

第
２
回

１６

　
　
　

下
妻
市
議
会
定

　
　
　

例
会

７
日　

本
会
議　

議
案
上
程
、
説
明

８
日　

本
会
議　

議
案
質
疑

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

９
日　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

日　

産
業
経
済
委
員
会

１０
　
　
　

建
設
委
員
会

　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１１
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１４
　
　
　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

１６
　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　

日
〜　

日　

総
務
委
員
会
行
政
視
察

２３

２６

　
　
　

（
沖
縄
県
石
垣
市
／
沖
縄
県
竹

　
　
　

富
町
／
沖
縄
県
平
良
市
）　
　

　

日
〜
７
月
２
日　

産
業
経
済
委
員
会

３０
　
　
　

行
政
視
察
（
北
海
道
石
狩
市
／

　
　
　

北
海
道
沼
田
町
） 　

　

日　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

１１
　

日　

市
議
会
月
例
会　
　

２０
　
　
　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

　

残
暑
き
び
し
い
折
、
市
民
の
皆
様
方

に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
審

１６

議
さ
れ
、
決
ま
っ
た
内
容
に
つ
い
て
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
運
営
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
常
日
頃
の
議
会
活
動
を
公
正
か
つ
、

正
確
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記 

議
会
日
誌 

5　

月

6　

月

7　

月

請 願・陳 情 の 審 議 結 果
結　　果付託常任

委 員 会　　　 提　出　者　住　所　氏　名　　　　件　　　　　　　　　　　名

採　　択
文教厚生
委 員 会

水戸市大町３－４－１３

　日本会議茨城　会長　横山　亮次

教育基本法改正についての意見書の提出を求

める請願

採　　択
文教厚生
委 員 会

下妻市大字長塚９３番地

　　　　　佐川　加津子

「介護予防対策の拡充を求める意見書」の採

択に関する請願書

不 採 択
総　　務
委 員 会

下妻市大字下妻乙８６７番地１２

　　　　　小島　　眞　　外　１,１４３名

四市町村合併について住民投票の実施を求め

る陳情書

市議会を傍聴してみませんか

●次の定例会は 9 月７日から９月21日までの
15日間の予定です。なお、一般質問は 9 月15日、
 16日の  ２  日間の予定です。
　　　　　（上記日程は変更する場合があります。）

平成 16 年 第 ２ 回（ ６ 月）定例会の傍聴者は58人でした。

　

平
成　

年
度
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

16

の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
議
員
活
動
を

通
じ
、
永
年
地
方
自
治
の
発
展
と
市
政

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

会
長
よ
り
次
の
５
名
の
議
員
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　

○
８
年
以
上
勤
続

　
　
　

谷
田
部　

久　

男

　
　
　

中　

山　

勝　

美

　
　
　

飯　

塚　
　
　

薫

　
　
　

広　

瀬　

明　

弘

　
　
　

中　

山　

静　

夫

　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
議
席
順
）

永
年
勤
続 

議
員
表
彰 

前列左から　広瀬議員・中山（静）議員・飯塚議員
後列左から　中山（勝）議員・谷田部議員


